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市
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政

状

昭

和

初

年

1
月

i

6
月

昭和40年 11月 i

の

市
の
財
政
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
乙
の
ほ
ど
昭
和
何
年
1
月
1
日
か
ら
周
年
6
月
初
日
ま
で
の

市
の
財
政
情
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
次
に
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

お
し
ら
せ
し
ま
す
@

般

報広

昭
和
泊
年
度
当
初
予
算
額
は
六
億
五

千
万
円
で
し
た
が
、

最
終
予
算
は
八
億

五
千
万
円
と
な
り
、
ゃ
く
二
億
円
、
九

回
の
追
加
補
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
二
回
補
正
で
は
、
民
有
林
開
発
椋

道
事
業
費
、道
路
改
良
工
事
費
、
西
部
中

学
校
増
改
築
事
業
費
な
ど
約
四
千
万

円
、
第
四
回
は
災
害
復
旧
費
な
ど
約
五

百
万
円
、
第
五
回
は
市
民
会
館
冷
暖
房

工
事
費
、
ど
み
焼
却
場
建
設
費
、
経
田
漁

港
修
築
事
業
費
、
道
路
改
良
工
事
費
、
災

害
復
旧
事
業
費
、
東
部
衛
生
処
理
組
合

負
担
金
、
魚
津
工
業
高
校
建
設
負
担
金

な
ど
約
八
千
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
第
六
回
は
人
事
院
歓
告
に
と

も
な
う
職
員
給
与
改
訂
、
家
畜
市
場
敷

市津魚

ム.
A 

計

地
買
収
費
、
災
害
復
旧
費
な
ど
約
五
千

万
円
、
第
九
回
は
グ
レ
ー
ダ
ー
購
入
費
、

高
架
橋
建
設
負
担
金
な
ど
追
加
し
、
国

の
認
証
事
業
の
決
定
に
も
と
す
く
事
業

執
行
の
不
用
な
も
の
を
減
額
し
、

差
し

引
き
約
六
百
万
円
を
追
加
し
、
最
終
予

算
額
ほ
八
億
五
千
三
百
九
十
九
万
八
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

収

入

状

況

ぬ
年
度
の
収
入
額
は
凡
億
二
千
六
百

万
円
で
、
予
算
に
対
す
る
収
入
割
合
は

%・

7
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
方
、
支
出
額

は
八
億
二
千
百
三
十
万
円
で
予
算
に
対

す
る
支
出
割
合
は
弱
・

2
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
差
し
引

き
四
百
七
十
九
万
円
が
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

況

市
民
の
税
負
担

昭
和
鈎
年
度
の
市
税
収
入
は
三
億
五

千
六
百
九
十
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
乙
れ
は
市
民
一
人
当
り
(
刊
年
3

月
末
住
民
登
録
人
口
〉
七
千
五
百
九
十

三
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

宅
の
他
市
り
一統

よ

悶

!
l
l

軽
自
動
一
一
統

vj肖
1
1

穆
mw
変必

4
3
8同

区 分| 予算 額 |収入額 |収入割合

市 税 350.1千3円5 356.9千4円3 101.% 9 
地方交付税 82.657 82.657 100.0 
分担金・負担金 22.996 23.433 1 ul1.9 
使用料・手数料 21.669 22.006 101.6 
国 庫 支出金 185.6.81 156.827 84.5 
県支出金 32.231 32.555 101'.0 
財産収入 16.527 15.279 92.4 
寄 付 金 9.850 7.850 79.7 

繰諸
越 金 17.397 17.571 101.0 
収 入 22.255 25.369 ， 14.0 

市 債 92.600 85.600 92.4 
メELヨ 計 853.998 826.090 96.7 

区 分 |予 算 額 |支出額 |支出割合

議 会 費 16.8千5円4 16.3千0円6 96.97 6 

総 務

費費費費

107.536 104.169 96.9 
民 生 77.928 77.054 98.9 
衛 生 39.565 38.436 97.1 
労 働 40.560 39.572 97.6 

農林水産業費費費 77.218 76.139 98.6 
商工 33.428 33.147 99.2 
土木 144.726 126.219 87.2 
消 防 費 24.327 24.017 98.7 
教 育 費 138.765 t37.731 99.3 
災 害 復旧費 78.105 76.252 97.6 
公 債 費 70.130 69.191 98.7 
諸支出金 3.186 3.067 96.3 
予 備 費 1.670 。 。
メ口L 計 853.998 821.300 96.2 

(昭和問 9 月 ~3日)
第3種郵便物認可

昭和39年度収支状況

入

( 1 ) 

歳

出歳

主

貝

十

七

万

円

が

あ

り

、

前

年

同

期

よ

り

や

く
六
千
百
万
円
ふ
え
で
お
り
ま
す
。

市
が
大
き
な
仕
事
を
す
る
場
合
、
一

乙
の
市
債
は
住
民

一
人
当
り

一
万
九

時
に
た
く
さ
ん
の
お
金
が
必
要
と
な
り

十
円
と
な
り
ま
す
。

ま
す
。
で
も
、
市
の
財
政
上

一
時
に
支

払

う

乙

と

が

困

難

な

の

で

、

国

や

そ

の

市

有

財

産

他
か
ら
金
を
借
り
て
、
長
川
聞
に
少
し

ず
つ
返
し
ま
す
。
こ
れ
を
市
債
ま
た
は
市
有
財
産
の
現
在
高
は
、
土
地
四
十

公

債

と

い

っ

て

い

ま

す

。

七

万

二

千

三

十

二

平

方

メ
l
ト
戸
、
建

市
に
は
昭
和
初
年
3
月
未
現
在
で
こ
物
九
万
三
千
三
百
八
十
五
平
方
メ
1
ト

れ
ら
の
お
金
が
一
般
会
計
四
億
七
千
四
戸
、
ま
た
有
価
証
券
が
二
百
九
十
二
万

百
四
十
六
万
円
、
特
別
会
計
一
億
五
千
円
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
下
表
の
よ

二
十
一
万
円
、
合
計
六
億
二
千
四
百
六
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内訳借入金の

昭
和
初
年
度
当
初
予
算
は
八
億
四
千

六
百
七
十
五
万
円
で
し
た
が
.
一
回
の

追
加
補
正
し
、

6
月
末
の
現
計
予
算
額

は
八
億
六
千
五
百
七
十
八
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

お
も
な
投
資
的
事
業

昭
和
刊
年
度
予
算
に
組
ま
れ
た
お
も

な
投
資
的
事
業
費
の
内
訳
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
事
業
五
千
百
六
十
万
円
、

西
部
中
学
校
増
改
築
事
業
四
千
八
百

二
十
四
万
円
、
街
路
事
業
三
千
六
百

二
十
一
万
円
、
失
業
対
策
事
業
三
千

五
十

一
万
円
、
農
業
構
造
改
善
事
業

二
千
二
百
四
十
八
万
円
、

農
林
災
害

復
旧
事
業
二
千
百
四
十
八
万
円
、
土

木
災
害
復
旧
事
業
千
八
百
二
万
円
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
千
四
百
五
十
四

万
円
、
民
有
林
開
発
称
道
事
業
千
百

万
円
、
市
単
土
地
改
良
事
業
八
百
四

十
六
万
円
、
市
道
舗
装
工
事

(
五
路

線
)
七
百
二
十
八
万
円
、
工
業
奨
励
環

境
整
備
七
百
二
十
四
万
円
、
経
団
漁

港
修
築
事
業
七
百
万
円
、
道
路
改
良

事
業
(
八
路
線
)
五
百
四
十
五
万
円
、

県
営
苗
畑
購
入
費
四
百
八
十
万
円
、

魚
津
港
修
築
事
業
四
百
七
十
七
万
円

工
業
高
校
建
設
負
担
金
四
百
七
十
五

万
円
、
市
民
会
館
冷
暖
房
事
業
四
百

三
十
九
万
円
、
県
道
舗
装
工
事
負
担

金
三
百
五
十
八
万
円
、
ご
み
集
収
車

購
入
費
二
百
十
万
円
、
消
防
自
動
車

購
入
費
二
百
万
円
、
教
急
車
騨
入
費

百
六
十
万
円
、
市
有
林
造
成
事
業
百

二
十
万
円
な
ど
。

昭和 40年度当初予算

消防食弓628'方向
嘗会脅えクS之島手.....ti1fi悶
搾取

区

本 庁
舎 平2方.メ56ー8トル 平3方.メ83ー5ト

消 防 施設 840 1.274 

その他の行政施設 1.320 1.866 

学校 関 係 113.455 . 53.138 
1.λ 岡、. 営 住 宅 91.876 20.038 

公 園 17.801 一
その他の公共施設 105.064 10.144 

山 林 19.353 一
貸 付 11 ;357 2.224 

その他の土地建物 4.906 866 
メ日L 計 472.032 93.385 
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千円

券 2.055 

社 債 券 864 

国 債 証 券

メι~ 計 2.920 

産財有市

特

別

会

計

上

水

道

事

業
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松
倉

お

日

小

学

校

片
貝

m

u

日

小

学

校

西

布

施

初

日

小

学

校

刊
は
月

天
神

1
日

8
日

小

学

校

上
野
方

1
日

9
日

小

学

校

上
中
島

3
日

旧

日

小

学

校

住
吉

3
日

叩

日

小

学

校

加
積

6
日

日

日

小

学

校

道
下

6
日

目

日

小

学

校

経
団

7
日

同

日

小

学

校

本
江

8
日

目

日

小

学

校

大
町

9
日

間

日

小

学

校

村
木

9
日

目

日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
H
午
後
1
時
1
2時

三

才

児

検

診

該
当
者
は
昭
和
初
年
8
月
1
日
か

ら
訂
年
7
月
引
日
ま
で
の
出
生
者
で

す。校

下

検

診
日

場

所

H
H
日付

大
町

4
日

保

健

所

本

江

川

日

保

健

所

村

木

口

日

保

健

所

加

積

日

日

公

民

館

経

団

げ

日

小

学

校

道

下

同

日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
H
午
後
1
時
i
2時

筑

児

検

診

乳
児
の
健
康
診
断
を
次
の
よ
う
に

行
な
い
ま
す
。

該
当
者
は
昭
和
鈎
年

8
月
1
日
か
ら
刊
年
間
月
別
日
ま
で

の
出
生
者
で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

H
H
田川

上
野
方

2
日

連

絡

所

松
倉

2
日

連

絡

所

上
中
島

4
日

連

絡

所

西
布
施

5
日

小

学

校

天
神

5
日

小

学

校

片

員

日

日

連

絡

所

住
吉

辺

日

小

学

校

大

町

お

日

保

健

所

本

江

部

日

保

健

所

村

木

目

日

保

健

所

加

積

初

日

公

民

館

ロ月

経
団

1
日

小

学

校

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

道
下

7
日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
H
午
後
1
時
I
2時

予

防

接

種
一7
4

4

盲
目
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ヤ
ま
だ
百
日

イ
ン
フ
W
エ
ン
ザ
の

r
f期
カ

近

せ

き

予

防

づ
い
で
き
ま
し
た
o

こ

の

流

行

を

防

予

防

接

種

接

種

を

三

ぎ
、
健
康
を
ま
も
る
た
め
、
生
後
六

・回
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
や
ジ
フ
テ

か
月
以
上
の
市
民
を
対
象
促
予
防
注
リ
ヤ
予
防
接
種
の
終
っ
て
い
な
い
就

射
を
行
な
い
ま
す
。
注
射
は
二
回

受

学

児

童
の
方
の
た
め
に
次
の
よ
う
に

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
料

eJ
予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
。

は
二
回
分
で
、
一
才
未
満
五
十
円
、
マ
日
時
日
月
げ
日
戸
午
後
1
時
か
ら

六
才
未
満
九
十
円
、
十
五
才
未
満
百
:

ロ
月
8
日
』
午
後
2
時
ま
で

二
十
円
、
十
五
才
以
上
二
百
円
と
な
マ
場
所
市
民
会
館

っ
て
い
ま
す
0

1

E

z

-

-

-

な
お
熱
の
あ
る
人
や
鶏
肉
、
卵
で
…
国
民
健
康
保
険
税
三
期
介
…

ジ
ン
マ
シ
ン
に
な
る
体
質
の
人
、
糖

~

H

尿
病
、
脚
気
患
者
、
妊
産
婦
の
人
は
~
納
期
は
刊
月
初
日
で
す

や
め
て
く
だ
さ
い
。

ロ
月
は
固
定
資
産
税
三
期
分

校

下

一

回

二

回

場

所

円

月

ロ

月

山

の

納

期

で

す

お
日

3
日
小
学
校
川

763 
日日日

種

と

う

の

予

防

接

種

来
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る

お
子
さ
ん
(
昭
和
M
年
4
月
2

日
か
ら
お
年
4
月
1
日
ま
で
の

出
生
者
)
と
小
学
校
六
年
生
を

対
象
に
種
と
う
を
行
な
い
ま
す

校
下
接
種
目
検
診
日
場
所

日

月

刊

月

白
倉

6
日

8
日

小

学

校

松
倉

8
日

ロ

日

小

学

校

片
貝

8
日

ロ

日

小

学

校

天
神

8
日

ロ

日

小

学

校

西
布
施

9
日

ロ

日

小

学

校

上
野
方

9
日

ロ

日

小

学

校

上
中
島

9
日

ロ

日

小

学

校

住
吉

日

日

行

日

小

学

校

大

町

ば

川

田

山

田

小

学

校

道

下

日

川

田

山

田

小

学

校

本

江

何

回

目

日

小

学

校

加

積

辺

日

目

日

小

学

校

村

木

辺

日

目

日

小

学

校

経

団

包

日

目

日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
H
午
後
1
時
I
2時

白
倉
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基かな

室o ~ I あなた
挙名
人前
名が
簿載
を つま挙なで 12かのは ま簿本て格ん在 9委
次 てすにわの月ら 12 、こしを.選新をので月員選
の いが使れ間 19来月このたつ挙し調選み 15会挙
よ ーる 、わるに日年 20と名 。く人い査挙な日で 管
う ーで名れ選行まの日し簿 り名基し資さ現は理

(昭和問 9月13日)
第3種郵便物認可報

に
お
み
せ
し
ま
す
の
で
、
名
前
が
載
っ

て
い
る
か

一
度
確
め
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
最
近
、
市
外
か
ら
転
入
し
た

人
、
市
内
で
転
居
を
し
た
人
お
よ
び
二

十
才
に
達
し
た
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間

内
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す。
資
格
が
あ
り
な
が
ら
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
な
い
と
き
は
、
異
議
‘の
申
し
也

を
す
れ
ば
新
し
く
登
載
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
と
は
、
昭
和
却
年
ロ
月
引
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
乙
と
し
6
月
間
日

以
前
か
ら
引
き
続
き
魚
津
市
に
住
所
を

有
す
る
人
で
す
。

V
名
簿
の
縦
覧
期
聞

け
月
日
日
(
金
)
か
ら
〕

5
1
5

日
月
刊
日
(
金
)
ま
で
」

1
I
R

毎
日
午
前
8
時
的
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で

.(土
、
日
曜
日
含
む
)

V
名
簿
の
縦
覧
場
所

市
役
所
内
選
挙
管
理
委
員
会

広

み

ん

な

で

ね

ず

み

を

駆

除

ね
ず
み
退
治
は
、・
地
区
全
員
が
そ
ろ

っ
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
魚
津
市
環
境
衛
生
協
会

で
は
日
月
初
日
か
ら
ロ
月
円
日
ま
で
を

「
ね
ず
み
駆
除
月
間
」
と
し
て
、
駆
除

運
動
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

協
会
で
は
、
ね
ず
み
駆
除
の
方
法
な

・
ど
に
つ
い
て
研
修
会
を
け
月
川
日
(
木

島

ご

)
午
後
1
時
か
ら
市
民
会
館
で
行
な
い

•. 

『
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
ま

一
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一

ま
た
同
協
会
で
は
、
私
た
ち
の
市
を

一
も
っ

と
明
る
く
住
み
よ
く
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
市
民
の
み
な
さ
ん
一

に
呼
び
か
け
て
運
動
を
す
す
め
て
お
り

一

ま
す
。

一

〈〉
住
む
街
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
河

ァ

川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま

'
レ
ょ
R
Jo

。
越
冬
昆
虫
(
ハ
エ
な
ど
)
駆
除
は
、

日
月
中
旬
か
ら
ロ
月
上
旬
が
最
適
で

す
。
各
家
庭
の
便
所
の
く
み
と
り
、そ

の
あ
と
薬
剤
の
散
布
を
し
ま
し
ょ
う

F

・BE
B
E
E
-
-
E
V
E
-
-
-
E
E
E
-
-
d

一

衛
t

生

，
相

談

一
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害

虫

駆

除

は

い
ま
の
う
ち
に

〈
冬
が
近
づ
く
と
毎
年
の
よ
う
に
越

冬
昆
虫
(
ハ
エ

な
ど
)
駆
除
と
よ
く

で

言
わ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
に
何
を
す
一

し

よ

つ

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
:
:
:
〉

い
ま
一
匹
の
害
虫
は
、
来
年
の
数
万

匹
に
匹
敵
す
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
害
虫
の
い
る
場
所
を
確
か
め
て

対
集
を
は
っ
き
り
つ
か
ん
で
駆
除
を
行

な
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

ま
ず
イ
エ
バ
エ
に
対
し
て
は
、
冬
の

初
期
、
夜
に
な
る
と
台
所
、
居
間
な
ど

の
天
井
に
と
ま
る
の
を
利
用
し
て
、
こ

こ
に

0
・
五
%
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
油
剤
の

残
留
噴
霧

(ぬ
れ
る
程
度
)
あ
る
い
は

五
%
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
乳
剤
の
十
倍
液
を

一
平
方
メ
1
ト
戸
あ
た
り
三
勺
を
散
布

農
林
産
物
の
増
産
と
品
質
の
向
上
を

は
か
り
、
市
民
の
農
林
業
に
対
す
る
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
第
二
回
農

業
祭
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

。
農
林
産
物
品
評
会

マ
期
日

H
1
月
8
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で

什
月
9
日
正
午
ま
で

マ
場
所
H
市
民
会
館

ね
ぎ

・
ど
・ほ
う

・
に
お
じ
九

・、里
い

も

・?じ
ゃ
が
い
も
な
ど
四
キ
ロ
グ
ラ

ふ
ー
そ
の
他
い
も
類
五
個

・
果
実
類
H
り
ん
ご

・
な
し

・
柿
な
ど

五
個
、
く
り

・
そ
の
他

一
・
八
リ
ッ

ト
レ

・
林
産
物
、
そ
の
他
H
木
炭

一
俵
、
し

い
た
け
一
袋
(
四
百
グ
ラ
ム
入
)
卵

五
個
、
漬
物
類
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ぴ

ん
詰

・
缶
詰
類
三
個

農

業

祭

ひ

ら

く

農
産
物
品
評
会
と
即

売
会

マ
出
品
の
種
類
お
よ
び
数
量

マ

出

品

物
の
搬
入
H
出
品
物
は
け
月
8

出
品
物
は
審
査
品
、
即
売
品
、
参

考

日

午

前

9
時
ま
で
札
会
場
~
運
ん
で

品
、
宣
伝
参
考
資
料
の
四
部
と
し
、

く
だ
さ
い
。

次
の
種
類
お
よ
び
数
量
に
よ

っ
て
行
マ
審
査
は

8
日
午
前
叩
時
か
ら
行
な
わ

な
い
ま
す
0

・

れ
ま
す
0

・
穀
類
H
梗
玄
米
、
嬬
玄
米
、
大

小

麦

な

お

、
農
村
青
少
年
ク
ラ
プ
で
は
、

雑
穀
類
で
数
量
は
各
一
リ
ッ
ト
ル
'

8
1
9
日
市
民
会
館
前
で
、
果
実
、
そ

・
そ
菜
類
H
白
菜
三
個
、
か
ん
ら
ん
士一

一菜
、
苗
木
類
の
即
売
会
、
東
部
畜
連
で

個
、
ほ
う
れ
ん
草
三
把
、
大
根
五
本
は
畜
産
物
の
展
示
即
売
会
を
実
施
す
る

玉
ね
ぎ

・
か
ぶ
十
個
、
長
い
も
三
本
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
ま
す
。

キ
ン
バ
エ

、
ク
ロ
バ
ェ
、
ニ
ク
バ
エ

は
、ご
み
だ
め
、便
池
の
周
辺
の
ま
の
中

に
い
ま
す
の
s
だ
、
春
先
に
-ダ
イ
ア
グ
ノ

ン
乳
剤
を
百

1
二
百
倍
に
う
ず
め
て
地

表
面
か
ら

一
メ
I
ト
戸
ぐ
ら
い
浸
透
す

る
よ
う
に
ま
き
ま
す
。
便
池
に
は
乳
剤

を
適
当
に
う
す
め
て
、

一
平
方
メ
ー
ト

ル
'あ
た
り
二
i
四
リ
ッ
ト
戸
(
〕
升
!

二
升
〉
を
七

t
十
分
ご
と
に
散
布
す
る

か
、
ま
た
粉
剤
を
一
平
方
メ
l
ト
戸
あ

た
り
十
五
グ
ラ
ム
ま
い
て
も
よ
い
で
し

ょ
《
J
o
物
置
、
ほ
ら
穴
、
納
屋
の
奥
な
ど
で

蚊
の
成
・
虫
が
み
つ
か
れ
ば
ぬ
ダ
イ
ア
ジ

λ
p，剤
を
付
近
に
噴
現前
す
る
か
、
ま
た

は
煙
霧
し
ま
し
ょ
う
。
野
つ
ぼ
、
ど
ぶ

な
ど
に
ボ
1
フ
ラ
が
い
れ
ば
乳
剤
を
散

布
し
ま
す
。

石
油
類

の
貯
蔵
取
り
扱
い

ー
灯
油
百
リ
ッ
ト

ル
以
上
で
も
届
け
出
が
必
要

|

日
一
日
と
寒
く
な
り
、
暖
房
を
必
要
ッ
ト
戸
以
上
、
灯
油
百
リ
ッ
ト
戸
以

と
す
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
上
の
場
合
に
は
消
防
署
へ
届
け
出
を

最
近
は
、
暖
房
な
ど
に
石
油
類
を
非

し、

検
査
若
受
け
た
後
・ち
な
け
れ
ば

常
に
多
く
使
う
よ
う

に

な

っ

て

い

ま

貯

蔵
、
取
り
扱
い
す
る
こ
と
が
で
き

す
。
こ
れ
ら
の
石
油
類
を
始
め
と
す

る

ま

せ

ん

。

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
火

以
上
の
手
続
き
を
し
な
い
で
貯
蔵
ま

災
予
防
の
た
め
法
令
で
き
び
し
く
規
制
た
は
取
り
扱
い
を
し
ま
す
と
処
罰
さ
れ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
が
あ
ま
り
守
る
こ
占
が
あ
り
t

ま
?
。

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
消
防
署
で
は
、
油
の
販
売
業
者
と
話

す
。
石
油
類
の
貯
蔵
取
り
扱
い
に
つ
い

し
合
い
し
た
結
果
、
消
防
署
の
許
可
ま

て
は
次
の
よ
う
に
き
め
ら
れ
て
お
り
ま

、
た
は
検
査
済
の
施
設
を
所
有
さ
れ
る
方

す
か
ら
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

.
以
外

へ
は
ド
ラ
ム
缶
入

(二
百
リ
ッ
ト

マ
:
・
ガ
ソ
リ
ン
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
、
灯

ル

)
の
石
油
販
売
を
し
な
い
こ
と
が
申

油
五
百
リ
ッ
ト
ル
'
以
上
な
ど
を
貯
蔵

し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
場
合
は
、
消
防
署
の
許
可
が

必

く

わ
し
い
乙
と
に
ワ
い
て
は
消
防
署

要
で
す
心

:ま
お
ペ
ガ
ソ
リ
ン
二
十
リ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
津
高
等
孜
能
学
校

訓
練
生
を
募
集

一

魚
津
高
等
技
能
学
校
で
は
来
春
入
学

す
る
訓
練
生
を
次
の
よ
う
に
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
津
を
希
望
す
る
方
は
、
公

共
職
業
安
定
所
を
通
じ
願
書
を
日
月
初

日
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

機
械
科

男
女
三
十
名

溶

接

斜

男

三

十

名

マ
応
募
資
格

義
務
教
育
修
了
者
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

マ
選
考
日

ロ
月
5
日
市
復
所
で
面
接
お
よ
び
適

性
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

マ
合
格
発
表

口
月
日
日

マ
訓
練
期
間
お
よ
び
入
学
時
期

訓
練
期
間
は
一
か
年
(
約
千
九
百
時

限
)
で
、

4
月
上
旬
に
入
学
し
、
翌

年
3
月
下
旬
に
卒
業
し
ま
す
。

マ
願
書
受
付
期
間

什
月
1
日
か
ら
け
月
初
日
ま
で

マ
種
目
H
二
等
陸
士

マ
資
格
H
問
才
以
上
お
才
未
満
の
男
子

マ
試
験
H
中
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験

マ
申
込
期
日

H
H月
初
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
市
民
相
談
室
へ

年
賀
は
が
き
の
発
売

一
万
円
村
木
・
藤
田
与
一

(
亡
父
与
三
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
〉

一一

来

年
の
新
年
用
お
年
玉
っ
き
年
賀
は

五

千

円

上

村

木

立

花

安

次

郎

一

一
が
き
が
け
月
旧
日
(
水
)
か
ら
全
国
い

(亡
妻
は
る
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

一一
っ
せ
い
に
売
り
出
さ
れ
ま
す
。
乙
れ
は

五
千
円
岡
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
代
表
慶

一

野
耕
一
(
ジ
タ
ガ
l
ズ
演
奏
会
開
催
一

昨
年
よ
り
も
二
日
早
く
発
売
さ
れ
る
わ

の
一
部
を
)

一
け
で
す
か
ら
お
買
い
も
れ
の
な
い
よ
う

三
千
円
記
念
社
宅
小
坂
甚
作
一
十
分
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
亡
四
男
秀
行
殿
の
ど
遺
志
よ
る
)

一

(
魚
津
郵
便
局
)

千
十戸一

円

本

江

小

坂

キ

ク

ヱ

一

|
1
1
1
1
-
-
-
J
I
-
-

二
百
円

小

川

団

地

盛

永

信
朗
一

自

衛

官

第

三

次

募

集

-
二
百
円

川
原

町

浅

田

勝

美

一

第
三
回
特
産
品
展
示
会
は
、
日
日
か

一

(
拾
得
報
労
金
を
〉
一
八
先
輩
は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す

V

ら
げ
日
ま
で
市
民
会
館
と
図
書
館
で
ひ

一1
・・:
:
・1
:
:
・・・::
・・
・2
・f
i
t
--
z-
-
f
:
・・f
J
-r
d
一
陸
海
空
の
自
衛
官
は
、・
国
の
平
和
と

ら
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
仏
壇
、
家

一山
叩
日
は
交
通
事
故

ご
独
立
を
守
る
た
い
せ
つ
な
任
務
を
も

l

，身
¥
建
具
、
漆
器
、
経
木
、
水
産
加
工

一~

を

な

く

す

日

で

す

こ
っ
て
い
ま
す
。
規
律
正
し
い
団
体
生

‘
品
、刃
物
、菓
子
、
み
や
げ
品
な
ど
業
者

τ
マ

:
お
互
、
こ
交
通
の
き
ま
り
を
一
一

活
を
送
り
、
乙
の
聞
に
広
い
知
識
と

の
技
術
の
粋
を
集
め
た
特
産
品
ゃ
く
六

τ

U
』

・

一

一山

ま
も
っ
て
事
故
を
な
く
し
ま
し
こ

高
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
、
り
っ
ぱ

百
点
が
展
示
・さ
れ
、
会
期
中
ゃ
く
七
千

7

・
一

人
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
〉
特
産
品
の

一九

ょ
う
o

山
一

な
社
会
人
と
し
て
成
長
し
て
い
ま

ロ
マ
・:
9
月
お
日
か
ら
一
か
月
間
仁
川
一

す
。
退
職
後
も
百
パ
ー
セ
ン
ト
有
利

紹
介
と
郷
土
産
業
の
振
興
に
大
き
な
成

一川

市
内
で
起
き
た
交
通
事
故
は
十
こ
な
条
件
で
就
職
で
き
ま
す
。

果
を
あ
げ
ま
し
た
。

一〈

三
件
で
、
死
者
二
人
、
負
傷
者

一
一

看
も
受
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
5

写
真
H
多
く
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ

っ
一山

十
二
人
いも
あ
り
ま
じ
た
。

ー

~
一

た
展
示
会
場

一?-rzrt----
・・・
:
2
2
J
J
・-zz--rt--tiz
--L
一

防
衛
庁
で
は
第
三
次
自
衛
官
を
募
集

一、し
て
い
ま
す
。

盛

況

だ

っ

た

特

産

品

展

示

会

水道の漏水はありませんか

こん本方法で間べてください i 
みなさんのご家庭だ下水道りλてf.オ4
異状にす7すんでいる注うなことがないでし

ょうか。知らないうちにむだな水道料金を

納めることのないよろ，メータヶ器から蛇口

の区聞をよく調べてみましょう。 : 

水道の配管は、ほとんど地中に埋めてあ

りますから漏水などの発見はどう しても遅

れがちになります。少なくても4か月に一
度ぐらいか、あるいは、例月にくらべて使

用水量が非常に多いような場合には、ぜひ

次のような方法で調べてみてください。

まず、 ドライバ。ーか火ぱしのようなもの

を利用して水道のメーター器のふたをあけ

ます。それから水道の蛇口全部を止める

と、完全にメーター器が停止しているはず

ですb もしメーター器の中のスクリユーが

回転しておれば、必らず漏水ですから直ち

に修理の手配をしてください。

水道課では、検針した結果、.使用水量に

異状があれば、すぐその装置の所有者に連

絡しております。しかし、漏水の判定が困

難であったり、業務の都合で十分行き届か

なかったりすることを多いので、できるだ

けご家庭言監守していただきたいもので

す。

また水道課では、蛇口のパッキングの取

り替え以外修繕は行なっておりません。水

道の屋内工事ほどは、ー指定工事庖がやるこ

とになっておりますから不都合な個所があ

れば、すぐと連絡のうえ修繕されるようお

すすめします。

寄

イ寸

沌

レ
崎
一
一
一
一
州
都
都
心
干
寄
生

虫

の

検

一査

• 

土

貯
の
払
い
込
み
と
同
じ
よ
う

J

一

人

残

ら

ず

受

け

よ

う

"

μ
h
手
小

な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り

'

に

の

ま
す
o

，

一

一

市
で
は
官
民
健
康
保
険
事
業
の
一
つ

一

地
区
別
の
.回
収
日
は
次
の
と
恥
り
i

付

度

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま

一
と
し
て
、
家
庭
か
ら
寄
生
虫
を
な
く
し

一

松
倉

什
月
9
日
午
前

カ
J

川
町

す
と
、
今
ま
で
の
よ
う
に

一
ょ
う
と
検
便
忍
.実
施
し
て
き
ま
し
た
が
上
中
島

9
B
午
後

崎

沖

納
期
に
金
融
機
関
へ
納
付

一
こ
と
し

も

次

の

よ

う

に

寄

生

虫

検

査

を

上

野

方

叩

日

誌

σ，
表
k

書
で
税
金
を
納
め
に
行
く

一
無
料
で
実
施
す
る
こ
と

に

な

り

ま

し

下

野

方

問
日
午
後

税

振

手
数
が
は
ぶ
け
ま
す
o

た

一
た
o

恐
ろ
し
い
寄
生
虫
か
ら
私
た
ち
の
加
積

刊
日
午
前

日

守

事
・ム
だ
納
期
限
ま
で
に
納
税
額

一体
を
守
る
た
め
に
、

一
人
残
ら
ず
検
査
片
貝

什
日
午
後

批

判

聞

に
見
合
う
預
金
さ
え
し
て

一
を
受
け
ま
し
ょ
う
o

道
下

一

口
日

-
J

お
け
ば
、
納
税
に
つ
い
て

一

検
査
の
方
法
は
、
配
布
さ
れ
た

マ

ヅ

経

回

目

日

は
い
っ
さ
い
の
手
続
き
が
省
略
さ
れ
ま

一
チ
小
箱
の
中
に
親
指
大
の
ふ
ん
便

を

入

天

神

同
日

す
。
申
し
込
み
手
続
き
は
、
あ
な
た
の

一
れ
、
箱
の
上
に
町
内
名
、
氏
名
、
世

帯

西

布

施

行

日

指
定
金
融
機
関
へ
「
預
金
口
座
振
替
依

一
主
名
を
書
い
て
、
回
収
予
定
日
に
町
内
魚
津
一
区

間
日
午
前

頼
書
」

と

「
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を

一
の
指
定
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
o

魚
津
三
区

~

日
日
午
後

提
出
し
て
い
た
だ
け
ば

よ
い
わ
け
で

一

保
育
所
の
園
児
は
、
家
庭
へ
配
ら
れ

魚
津
二
区

内
日
午
前

す
。

〈

魚
津
税
務
署
〉

一
た
マ
ッ
チ
箱
の
中
に
ふ
ん
便
を
入
れ
保

魚

津

四

区

加
日
午
前

・一
育
所
の
回
収
日
に
も
っ
て
行
っ
て
〈
だ
下
中
島

m日
午
後

=

さ

い

。

午

前

の

回

収

は

午

前

9
時
頃
ま
で、

一

=
検
査
の
結
果
、
寄
生
虫
の
有
卵
者
だ
午
後
の
回
収
は
午
後
1
時
頃
ま
で
指
定

一

三
け
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は

刊
月
初
日
で
す

円
月
叩
日
か
ら

国勢調査の世帯数および人口概数 l

国勢調査は、1'0月 1日現在で全国いっせいに実施さやました

が、 このほど魚津市の世帯数および人口概数がまとまりまし

たo乙の結果をみますと、世情数では昭和35年の国勢調査のと

きよりも脳 世帯ふえていますが、人口では反対に4叫も減っ
ています。地区別の概数は次φとおり。(ムは減〉

問
日
か
ら
北
電
の

サ

ー
ビ

ス

旬

間

北
陸
電
力
で
は
、
日
月
間
日
か
ら
円

日
ま
で
を

「
サ
ー
ビ
ス
強
調
旬
間
」
と

し
、
こ
の
期
間
中
に
、

・
農
山
漁
村
を

巡
回
し
て
電
気
器
具
の
点
検
、
修
理
サ

ー
ビ
ス

・
屋
内
配
線
の
安
全
点
検
だ
け

.
交
通
安
全
灯
の
寄
贈

・
文
他
講
演
会

一

(
ロ
日
午
後
5
時
か
ら
県
民
会
館

)

の
開
催
な
ど
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
ず
か
ら
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ

'uv 

第
二
回
市
民
運

動
会
は
什
月
3

日
午
前
川
時
か
ら
市
営
吉
田
.
グ
ラ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

(
雨
天
の
と

き
は
7
日
)

市

民

運

動

会

|世帯数 |パ | 男 |ロ女 I~同路年時昭和35年

魚 津 ，3.214 14.174 6.628 7.546 115 6 706 
下 中 島 513 2.391 1.216 1.175 36 36 
上 中 島 340 1.683 797 886 ム 71o 168 
松 倉 435 2.065 1.006 1.059 'ム 20ム 296
上
野野
方 289 1.416 668 748 35 34 

下 方 1.225 5.049 2.274 2，775 266 496 
片 貝 405 1.953 967 986 A 916 250 
力日 積 904 3.713 1，735 1.978 218 570 
道 下 1，504 6.469 3.158 3.311 169 208 
経 田 1，071 4.768 2.344 2.424 70ム 54
天 神 240 1.239 599 640 1ム 78
西 布 施 390 1.934 975 959 ム 10ム 247
計 10.530 46.854 22.367 24.487 864 ム 455


